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デジタル画像の取り扱い

ガイドラインVer.3.0

モニタ診断システム委員会
目的：適切なモニタ画像診断の普及推進

活動：普及活動・情報収集・標準化（規格化）

～2005 ～2010～ ～2017

モニタ診断の普及

2013～2015

JESRA X-0093-2005

・各国規格調査
・必要性調査

JESRA X-0093＊A-2010

・啓発活動
・意見収集

JESRA X-0093＊A-2010

・実態調査
・セミナー
・関連団体との連携

JESRA X-0093＊B-2017

・各国規格動向
・技術の進歩
・実運用の反映

制定･普及 改正･普及

DICOM Supp124

標準化･啓発 改正･啓発

モニタQAガイドラインJESRA X-0093
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1.JESRA X-0093の改正と普及活動
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・JRS/JSRTへの説明 (JR3C at ITEM)

・7/20日改正版を正式発行

・JIRA内対応
- MRC教育資料のアップデート
- JIRA HPでの公開
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1.JESRA X-0093の改正と普及活動
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パンフレットの作成と普及活動

-JRS学会(松山)：17/9月
京都医療科学大学 江本先生が
教育講演でJESRA改正を説明

-JART学会(函館)：17/9月
モニタメーカーのブースで配布

- JSRT学会(広島)：17/10月
JIRAブース/学会デスクで配布

- JMIIS日本医用画像情報専門技師会：
17/9月～12月
全国7か所でのセミナーで配布

-日本医用画像情報専門技師共同認
定育成機構セミナー：18/3月

- ITEM2018：18/4月
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1.JESRA X-0093の改正と普及活動
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回答数 209 99 84 82 474 205 114 85 81 485

モニタの品質管理状況
1. 責任者について

a. 施設内で責任者を決めている 38% 31% 36% 24% 34% 42% 35% 35% 31% 38%

b. 外部委託に任せている 21% 18% 11% 11% 17% 22% 14% 8% 15% 17%

c. 特に決まっていない 34% 46% 35% 44% 38% 29% 44% 42% 44% 37%

93% 95% 81% 79% 93% 93% 86% 90%

2. 管理状況

a. 全てのモニタの品質管理を行っている 34% 16% 14% 15% 23% 35% 22% 19% 16% 26%

b. ほとんどのモニタの品質管理を行っている 16% 16% 10% 6% 13% 17% 16% 13% 9% 14%

c. 一部のモニタのみ、品質管理を行っている 23% 31% 16% 15% 22% 22% 25% 17% 20% 21%

d. 品質管理を行っていない 20% 30% 38% 44% 30% 19% 31% 38% 44% 29%

92% 94% 77% 79% 92% 93% 86% 89%

A.    どのような方法で品質管理を行っていますか？   （外部委託含む）

1. 管理方法について

a. JESRA X-0093(*)に従った方法で実施 45% 32% 21% 11% 32% 72% 52% 49% 19% 58%

b. JESRA X-0093(*)以外の方法で実施

   (測定器を用いない目視点検のみ) 10% 13% 12% 15% 12% 7% 10% 34% 28% 14%

c. 不明 28% 33% 29% 37% 31% 19% 35% 17% 44% 26%

82% 79% 62% 62% 99% 97% 100% 92%

2. 品質管理ツール（輝度計）ついて

a. モニタメーカー等の専用の品質管理ツールを使用している 49% 36% 23% 13% 35% 73% 61% 56% 25% 62%

b. 測定器メーカー等の高精度の測定器を使用している 4% 2% 5% 1% 3% 3% 4% 7% 6% 4%

c. 不明 29% 39% 32% 48% 35% 23% 32% 32% 64% 31%

82% 78% 60% 62% 98% 97% 95% 95%

2016年度 2017年度

品質管理実施調査 ~調査･研究委員会～
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2.品質管理啓発活動_精度管理セミナー

6

主催：JART（診療放射線技師会）・JIRA

日時：2017年7月1日 (土) 13:00～17：30

場所：日本診療放射線技師会事務所講義室
受講者：44名
会費：会員3000円、非会員10,000円

時間 プログラム

75分
医用画像表示用モニタの特徴と品質管理の実態

JART理事 松田恵雄先生

65分 モニタ実機によるヒヤリハット体験

30分 モニタの品質管理に関するガイドライン（JESRA X-0093)の紹介

20分
病院での品質管理について

獨協医科大埼玉医療センター 諏訪和明先生

30分 モニタの品質管理のデモンストレーション

第5回 JART･JIRA共催モニタ精度管理セミナー

実機体験を通して品質管理の必要性を学習



2.品質管理啓発活動_精度管理セミナー
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効果的なセミナーとするために

・病院での品質管理導入事例を紹介
・質問･意見を引き出す参加型に
・理解度をレビュー
・生涯学習カウントの付与

(医療情報技師･医用画像情報専門技師)

講師からモニタの基礎や品質管理をしっかり学ぶ

品質管理の実演ヒヤリハット体験

医用画像システム部会 成果報告会2018/02/22 JIRA

参加者アンケート結果



3.診療報酬改定要望

画像表示精度向上への技師の貢献度を見える化する
アンケート(JART/JIRA経済部会と協力)と結果の分析、

要望書への反映

2018/02/22 JIRA医用画像システム部会 成果報告会



4.その他_DICOM Supp124
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第73回 日本放射線技術学会総会学術大会
一般研究発表プログラム(2017年)

・普及への期待
・認知度向上活動(JIRA)

→ JESRA改正版に解説を追加

Supplement Supp 124 

Affected Parts 2,3,4,6,17 

Title Communication of 

Display Parameters 

Status Standard

Applies 2013 (2014/4月HP公開)

DICOM Standard Status



御清聴ありがとうございました。
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